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第７回日本木材保存協会功績賞
「シロアリのセルロース代謝と駆除技術に関する研究及び
それらの普及広報活動への貢献」

板倉修司（近畿大学農学部）

1987年京都大学農学部林産工学科を卒業後，1989年同大学大学院農学研究
科林産工学専攻修士課程を修了し，1989年に日本油脂株式会社（現日油株
式会社）に入社，1993年に近畿大学農学部に助手として就任，2000年講師，
2004年助教授（2007年准教授），2010年教授となり，現在に至る。

業　績　概　要
　シロアリのセルロース代謝機構の解明を目的に，ミトコンドリアによる基質酸化速度や全ゲノム解析な
どの手法を用いて，ピルビン酸デヒドロゲナーゼ複合体の機能に関する研究に取り組みました。シロアリ
の microRNA を解析し，シロアリの分化制御や RNA 干渉技術によるシロアリ駆除方法の可能性につい
て検討しました。また，マイクロサテライトマーカーを用いて，アメリカカンザイシロアリの国内への侵
入経路や，イエシロアリとヤマトシロアリの薬剤処理地域への再侵入を明らかにし，研究成果の社会還元
に努めました。
　日本木材保存協会においては，2002年より年次大会運営委員，2010年から2014年まで年次大会運営委員
長として４回の年次大会を運営し，木材保存協会の情報発信活動に貢献しました。2017年より木材保存士
委員，2023年から木材保存士委員長として木材保存士資格検定講習・試験に関わり，木材保存技術の普及
に貢献してきました。また，2019年から2022年には，受賞選考委員長として優れた研究業績をあげられた
会員の選考に携わってきました。この他にも2011年から薬剤認定委員として，木材保存薬剤の試験方法の
確立や適切な認定に貢献しました。
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